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一
、
本
書
は
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
椎
本
文
庫
「
夫
木
集
緊
要
」
、

左
の
四
部
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
。
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一
、
「
夫
木
集
緊
要
」
は
、
そ
の
「
大
旨
」
の
「
資
凡
例
」
に
誌
す
よ
う
に
同
集
抄
出
歌
に
施
す
六
種
の
笈
を
四
色
に
て
類
別
し
て
い
る
。
従

っ
て
本
影
印
は
左
の
四
種
の
記
号
を
以
っ
て
弁
別
す
る
こ
と
に
し
た
。

※
印

l
藍
筆
、

O
印
1

埴
策
、

O
印
1

墨
策

*
印
l

朱
筆
、

一
、
附
策
は
凡
そ
一
句
か
ら
数
句
に
わ
た
る
の
で
あ
る
が
、
右
記
号
を
附
記
す
る
場
合
は
各
附
策
の
策
初
の
右
傍
又
は
そ
の
策
頭
に
の
み

施
し
以
下
を
省
略
し
た
。

一
、
自
筆
稿
本
の
附
策
に
は
、
第
一
次
の
策
、
第
二
次
の
補
訂
の
資
が
同
処
に
重
ね
て
施
さ
れ
て
い
る
の
が
ま
ま
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
際

の
記
号
は
、
上
例
に
従
い
、
同
じ
く
右
傍
又
は
筆
頭
に
並
記
す
る
こ
と
に
し
、
第
一
次
簸
は
左
側
、
第
二
次
策
を
右
側
と
し
た
。
時
に

右
傍
上
下
に
施
き
ざ
る
を
え
な
い
場
合
に
は
築
次
に
准
じ
上
下
に
列
記
し
た
。
第
一

-
二
次
策
が
同
色
異
種
の
場
合
も
念
の
た
め
同
種

記
号
を
並
記
又
は
列
記
し
た
。
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一
、
自
筆
稿
本
「
大
旨
」

の
補
訂
箇
処
、
抄
出
歌
本
文
の
校
訂
・
書
入
れ
に
は
朱
墨
筆
が
入
り
交
る
の
で
、

そ
の
朱
筆
筒
処
に
は
前
記
の

朱
記
号
を
施
し
区
別
す
る
こ
と
に
し
た
。
猶
「
大
旨
」

の
補
訂
箇
処
に
於
て
本
行
中
に
貼
紙
す
る
処
に
は
「

」
圏
内
に
当
該
箇
処

を
示
し
た
。
但
し
各
本
「
大
旨
し

の
朱
句
点
、
各
歌
題
の
上
に
捺
す
朱
O
印
は
朱
記
号
を
附
せ
ず
其
佳
と
し
た
。

一
、
「
夫
木
集
緊
要
」
の
「
築
凡
例
」
は
あ
ら
た
め
て
掲
出
し
な
い
が
、
自
筆
稿
本
と
冬
照
・
浜
子
両
筆
写
本
と
の
聞
に
は
相
互
に
異
同
が

見
出
き
れ
る
の
で
当
該
本
を
参
照
さ
れ
た
い
。
又
、
解
題
中
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
自
筆
稿
本
の
附
筆
中
に
は
冬
照
筆
写
本
以
下
の
蜜
例

に
よ
っ
て
後
補
す
る
処
が
散
見
さ
れ
る
の
で
併
せ
留
意
さ
れ
た
い
。

又
、
自
筆
稿
本
・
冬
照
筆
写
本
の
附
筆
中
に
は
、
こ
の
両
本
の
「
策
凡
例
」
に
は
見
え
ぬ
左
傍
に
施
さ
れ
た
朱
筆
マ
マ
マ
の
蜜
が
僅
か

見
出
き
れ
る
。
そ
の
右
傍
が
埴
色
で
あ
る
の
で
大
凡
の
推
定
は
可
能
で
あ
る
が
、
俄
か
な
判
断
は
き
け
此
処
に
註
記
し
て
お
く
。

一
、
本
影
印
に
於
て
特
に
附
策
の
不
鮮
明
箇
処
が
齢
な
か
ら
ず
、
努
め
て
補
筆
し
た
が
猶
各
本
を
相
互
に
対
照
さ
れ
た
い
。
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の
繁
次
は
第
一
次
賓
が
朱
、
、
第
二
次
補
訂
資
が
藍
0

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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三
十
八
頁
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「
は
る
き
め
の
た
な
ひ
く
」
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四
十
一
頁
)

「
し
ら
雲
ち
り
ぬ
れ
」

の
策
次
は
第
一
次
資
が
朱
、
、
第
二
次
補
訂
策
が
藍
0

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。


